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公共事業県単独かさ上げの推移
（一般会計当初予算ベース） 

（百万円） 
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投資的経費の推移（一般会計当初予算ベース） 

△７０％ 

・行政のスリム化 ４４２億円 

・事務事業見直し  ９７５億円 

・公債費平準化   ４２０億円 

・歳入の確保   １,２０１億円 

 

 

 

 

 

 

歳出構造改革等 
(H11～H13) 

・事務事業見直し １９９億円 

・投資的経費抑制  １３２億円 

・人件費削減 １４２億円 

・歳入の確保  ４２億円 

財政再建推進 
プログラム 
(H14～H17) 

・行政のスリム化 １１４億円 

・事務事業見直し  ５４０億円 

・財政健全化債 １８９億円 

・歳入の確保   １４５億円 

新・財政再建推進 
プログラム 
(H18～H21) 

第３期財政再建推進 
プログラム 
(H22～H25) 

５１５ 
億円 

９８８ 
億円 

３,０３８ 
億円 

１,１２４ 
億円 

・人件費の抑制  １３３億円 

・事務事業見直し  ５２１億円 

・公債費平準化    ４９億円 

・歳入の確保     ４２１億円 

財政健全化へのこれまでの取り組み 
み や ぎ 財 政 運 営 戦 略 
参 考 資 料 

 これまでも１５年に渡り、不断の努力を重ね、総額で、５，６６５億円に及ぶ財源を確保
し、各年度の財源不足を補いながら、責任ある予算編成を続けてまいりました。 
 その上で、財政再生団体への転落を回避しつつ、健全な財政運営を行っています。 
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土地売却収入の推移（一般会計決算ベース） 

（億円） 
【主な売却物件】 
・Ｈ１２ 泉市名坂県有地     １１億円 
・Ｈ１５ 萩風荘跡地        １９億円 
・Ｈ１７ 仙台中央警察署跡地 １１１億円 
・Ｈ１８ 青葉山県有地        ３１億円 
・Ｈ１９ 同心丁県営住宅跡地  １２億円 
     勾当台会館跡地     １０億円 

 

 
みやぎ財政運営戦略 

（平成２６年度～平成２９年度） 

・財政の健全化と持続可能な財政運営の実現 
・迅速かつ創造的な復興のための予算の重点 
  配分の実現 
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財 政 危 機 宣 言 （Ｈ１１） 
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シーリング率の推移（単位：％） 継続的な経費について、一定の削減割合を設定することで、事業の新陳代謝を促すような体制を確立しています。 

※シーリング～予算要求額の限度額を指し、要求の厳格化と歳出予算の膨張を防止する目的で設定される。 
          宮城県では、シーリング率として一定の減額率を前年度歳出予算額に乗算することを通じて、 
          当年度要求額の限度額を決定している。 
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広告掲載・ネーミングライツ売却収入の推移 
（一般会計決算ベース） 

（億円） 

【主な取り組み】 
（広告掲載） 
 ・県ホームページ 
 ・県政だより 
 ・行政庁舎エレベーターホール 
 ・運転免許センター 
 ・自動車税納税通知書（封筒）  
             など 
（ネーミングライツ） 
 ・宮城球場 
 ・宮城県総合運動公園総合体育館 
 ・宮城県民会館 
 ・県有林  
             など 

※ネーミングライツ～公共施設の命名権を指す。ネーミングライツの売却は、施設の命名権を、企業等に、 
          

 
         一定の条件の下、売却し、収入を得ることを目指す取り組みである。 
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職員数の推移 

一般行政（左軸） 

教育（右軸） 

警察（左軸） 

行政のスリム化や業務の効率化を図り、適正な人員配置を続けることで、教員や警察官など法
令で定数の設定がある中、職員数の削減などに努め、人件費総額の抑制を進めています。 

H25は、27,404人で、平成以降のピーク時30,137人(H8)に 

比較すると、△９%の純減を達成しました。 
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本庁舎管理経費の推移 

夜間一斉消灯時間の設定や照明の間引き、電話に関する契約方法の見直しなど職場環境の一層の
節制により、庁舎管理経費の節減を徹底しています。 

Ｈ２５は、Ｈ１１以降のピーク時と比較して、 
△３３％の節減を達成しました。 

△３３％ 

（百万円） 

投資的経費の継続
的抑制に取り組み、
県債発行による将
来的な財政負担の
軽減に配慮してい
ます。 

H25は、10.1%で、平成以降の

ピーク時33.3%(H8)に 

比較すると、△７０%の削減 
 を達成しています。 

（%） 

H25は、0.15%で、H11以降の

ピーク時0.45%(H11)に 

比較すると、△６７%の削減 
        を達成しています。 
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旅費の推移（総会計当初予算ベース） 

旅費を始めとした
各種の事務経費
も徹底的に節制
しています。 

△６７％ 

（%） 

Ｈ２５は、Ｈ９以降のピー
ク時と比較して、 

△９９％の節減を達成し
ています。 

独自の公共事業は積極
的に削減しています。 

歳出予算に 
占める旅費 
の割合 

歳出予算に 
占める投資的 
経費の割合 


